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▼　▼

会対

葉書

の
秋
か
ら
は
、

こ
こ
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

か
ら
だ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

朝
夕
の
冷
え
込
み
も
厳
し
く
な
り
、
街
並
み
も
衣
替
え
を
始
め
、
も
う
す
っ
か
り
秋
で
す
ね
。

秋
と
い
え
ば
、
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
勉
強
の
秋
、
味
覚
の
秋
…
…
と
何
を
す
る
に

も
絶
好
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

現
在
、
遠
賀
町
に
は
、
3
7
団
体
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
中
央
公
民
館
、

公
民
館
別
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
I
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
あ
、
そ
こ
の
あ
な
た
〃
．
ポ
ー
と
し
て
る
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
、
新
し
い
仲
間
と
楽
し
く

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　
　
S

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
ボ
ー
ル
を
迫
っ
て
い
い
汗
か
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
、
も
っ
て
こ
い
の
テ
ニ
ス
を
一
緒

に
や
り
ま
し
ょ
う
。

▼
練
習
日
　
土
曜
日
1
3
時
～
1
7
時

日
曜
・
祝
日
1
0
時
～
調

時
、
た
だ
し
4
月
～
同

月
は
ナ
イ
タ
ー
で
火
・

金
曜
日
1
9
時
～
2
1
時

▼
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
テ
ニ

ス

コ

ー

ト

一

般

5

0

0

円

▼
申
込
先
　
永
松
政
利

箇
（
2
9
3
）
0
8
5
4

子
サ
ッ
カ
ー
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。
さ
め
言
も
芝
の
上
で
、
思

い
っ
切
り
取
け
て
み
た
い
か
。

女
の
子
も
大
歓
迎
で
す
。

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

▼
練
習
日
　
毎
週
水
・
木
曜
日
（

午
後
5
時
～
7
時
）
、

土
曜
日
（
午
後
2
時
～

5
時
）

▼
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園

健
康
体
操
教
室

気
持
ち
良
く
汗
を
か
き
、
心
も
軽
快
に
一
目
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

舶
載
の
人
も
ガ
ン
パ
ッ
チ
い
ま
す
。

高
校
生
以
上
の
男
女

入
会
金

高
校
生
2
5
0
円

一

般

5

0

0

円

月
会
費

高
校
生
2
5
0
円

－　　　　　〓］

遠
賀
将
棋
ク
ラ
ブ

も
な
た
も
将
棋
の
醍
醐
株
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
精
機
大

好
き
人
間
、
ふ
る
っ
て
門
を
叩
い
て
み
よ
う
。

▼
会
　
費

▼
対
　
象

▼
申
込
先衝

緑
の
広
場

月
額
1
、
5
0
0
円

（
入
会
時
に
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
3
5
0
円
）

小
学
2
年
生
～
6
年

生
ま
で
の
男
女

嶋
崎
摸
吾

（
2
8
2
）
3
1
5
6

▼
練
習
日

▼
場
　
所

▼
対
　
象

▼
会
　
費

▼
申
込
先田

毎
週
火
曜
日
の
月
3

回
（
l
回
休
み
）

午
前
1
0
時
～
1
2
時

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ど
な
た
で
も
自
由

月
額
1
、
1
0
0
円

村
田

へ
2
9
3
）
0
2
3
0

▼
例
会
目

▼
場
　
所

▼
会
　
費

▼
申
込
先

舘
昼夜

毎
週
日
曜
日
午
後
6

時
～
1
0
時

公
民
館
別
館

入
会
金l

、
0
0
0
円

月
会
費
　
5
0
0
円

小
学
生
～
高
校
生
無
料

堂
平
良
徳

（
2
9
3
）
2
4
6
6

（
2
9
3
）
3
3
2
3



▼　▼　▼
申　会対
込

衝　　先費亀

▼　▼　　　　▼　▼

串　会　　　　射場
込

＄先賞∴∴∴∴貴所

（3）

姫
謂
篭
（
昼
の
部
）
　
田

ツ
で
す
。
初
心
者
を
対
象
に
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

利
己
三
重
）
壁
∴
頭
割
朝
会

文
学
愛
好
者
の
集
い
と
、
そ
の

中
で
事
を
廟
み
、
本
に
つ
い
て
配

し
合
う
楽
し
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

を
開
き
ま
す
。
お
昼
の
時
間
を
利

用
し
て
一
度
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

▼
練
習
日
　
1
0
月
廿
日
～
Ⅱ
月
7

日
の
毎
週
火
・
金
曜

日

▼
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園

弓
道
場

高
校
生
以
上
の
男
女

無
料

遠
賀
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
　
添
田

▼
活
動
日
　
毎
月
第
3
金
曜
日

午
前
同
時
～
1
2
時

中
央
公
民
館

文
学
に
興
味
の
あ
る

人
な
ら
だ
れ
で
も
入

会
で
き
ま
す
。

月
額
3
0
0
円

中
央
公
民
館
図
書
室

（
2
9
3
）
1
3
5
6

陶
芸
同
好
会

遠
賀
町
ウ
老
楽
薫
〝
中
村
隆
雄

氏
の
指
導
で
作
り
ま
す
。
お
年
寄

り
か
ら
若
い
人
ま
で
年
齢
を
問
わ

ず
入
会
で
き
ま
す
。

▼
活
動
日
毎
月
第
2
・
第
4
の
月

曜
日
と
火
曜
日
の
9
時

～
1
2
時
・
1
3
時
～
1
7
時

の
2
班
と
第
2
・
第
4

金
・
土
曜
日
の
9
時
～

1
2
時
ま
で
の
合
計
3
班

▼
活
動
場
所
　
総
合
運
動
公
園

陶
芸
室

福
岡
県
第
6
団

現
在
小
学
1
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
女
の
子
5
0
人
ほ
ど

の
団
体
で
奉
仕
活
動
・
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

良
き
社
会
人
、
良
き
母
親
に
な
る
基
礎
を
、
色
々
な
友
だ
ち
と
の

活
動
の
中
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
日
　
毎
月
3
回
程
度
（
日

曜
日
）
午
前
1
0
時
～
1
2

▼
会
　
費

▼
申
込
先範

月
額
2
、
5
0
0
円

入
会
金
不
要

下
川
正
人

（

2

9

3

）

1

1

1

1

時

▼
活
動
場
所

▼
対
　
象

▼
会
　
費

元
商
工
会
館
（
新

町
権
田
鮮
魚
店
前
）

小
学
1
年
生
（
送
迎

が
可
能
な
人
）

団
費
l
、
0
0
0
円

▼
申
込
先
　
陣
内
明
子

西

（

2

9

3

）

1

7

8

6

崩

、

－

1

－

－

喜

先
日
、
お
電
話
く
だ
さ
っ
た
若

奥
さ
ん
、
私
た
ち
だ
っ
て
ひ
と
り

よ
が
り
の
俳
句
を
作
っ
て
い
る
ん

で
す
。
さ
あ
一
緒
に
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
や
。

▼
例
会
日
　
毎
月
第
1
・
3
金
曜

日
の
1
3
時
～
1
5
時

▼
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▼
会
　
費
　
月
額
5
0
0
円

▼
申
込
先
　
玉
野
信
彦

＄

（

2

9

3

）

1

1

0

7

っ
て
み
ま
せ
ん
か
9
美
し
い
シ
ル

エ
ッ
ト
を
作
る
製
図
と
技
法
を
指

導
し
ま
す
。

▼
活
動
日
　
毎
週
金
曜
日
（
月
4

回
）
午
前
1
0
時
～
1
2

時

▼
場
　
所
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚

室

▼
会
　
費
　
月
額
1
、
8
0
0
円

▼
申
込
先
　
白
石
百
合
子

＄

（

2

9

3

）

1

3

0

3

遠
賀
写
真
ク
ラ
ブ

昨
年
7
月
、
公
民
蝕
活
動
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た
写
真
教
室

に
引
き
続
き
、
同
好
の
士
が
写
真
を
楽
し
ん
で
い
る
素
人
の
集
い

で
す
。
現
在
会
員
は
1
4
人
で
男
女
半
々
で
す
。
多
数
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

…
樟
＝
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
＝
。
狛
＝
＝
＝
i
＝
＝
＝
‖
＝
＝
日
月
‖
＝
目
口

社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会

い
く
つ
に
な
っ
て
も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
／
一
緒
に
快
適
な
汗
を

流
し
ま
せ
ん
か
。
1
0
月
か
ら
は
ル
ン
バ
と
タ
ン
ゴ
が
始
ま
り
ま
す
。

入
会
こ
希
垣
の
人
は
会
塙
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。
休
会
中
の

人
も
ど
う
ぞ
。

▼
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後

7
時
0
0
分
～
9
時
0
0
分

▼
会
　
場

▼
会
　
費

▼
連
絡
先

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ
ー
・
ホ
ー
ル

入
会
金
2
、
0
0
0
円

月
会
費
2
、
0
0
0
円

崎
山
礼
子

衝
（
2
9
3
）
1
7
5
0
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高
山
町
長
福
岡
代
表
で

九
州
地
域
市
町
村
長
懇
談
会
に
出
席

去
る
9
月
独
白
（
木
）
熊
本
市
で

今
後
の
農
政
の
方
向
づ
げ
を
行
い
、

現
場
の
首
長
の
意
見
を
聞
く
た
め
開

催
さ
れ
た
第
1
4
回
農
政
懇
談
会
に
、

九
州
1
県
（
沖
縄
県
を
除
く
）
か
ら

各
県
を
代
表
し
、
1
人
の
町
長
が
集

ま
り
ま
し
た
。
九
州
農
政
局
長
を
申

心
と
し
、
中
央
か
ら
、
農
林
水
産
省
、

大
臣
官
房
企
画
室
長
を
招
き
、
地
域

農
業
の
振
興
方
策
お
よ
び
地
域
農
政

推
進
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
を
テ
ー

マ
に
、
ユ
一
－
－
ク
な
意
見
や
提
案
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

高
山
町
長
も
、
遠
賀
町
の
概
況
を

報
告
し
、
次
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

●
　
米
の
過
剰
か
ら
く
る
生
産
調
整

の
強
化
、
米
価
の
引
下
げ
、
農
産

物
の
自
由
化
な
ど
で
、
農
業
経
営

者
の
生
産
意
欲
が
減
退
し
、
ま
た

経
営
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

で
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
今
後

長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
農
政
を

要
望

●
　
土
地
基
盤
整
備
事
業
は
、
着
工

か
ら
完
了
ま
で
、
m
年
近
い
期
間

が
か
か
り
、
事
業
推
進
に
支
障
を

釆
た
す
の
で
、
短
期
間
で
終
了
で

き
る
予
算
措
置
を
要
望

●
　
農
産
物
の
有
機
農
業
の
本
質

を
、
消
費
者
に
正
し
く
P
R
し
て

は
し
い
。

●
　
農
産
物
を
出
荷
す
る
場
合
の
、

包
装
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
改
善
に

よ
る
流
通
経
費
の
軽
減
を
図
る
指

導
を
要
望

各
町
長
か
ら
、
今
後
、
農
業
後

継
者
、
花
嫁
対
策
が
地
域
農
業
を

進
め
る
う
え
で
、
一
番
大
切
で
あ

り
、
農
村
を
活
牲
化
す
る
に
は
、

地
道
な
努
力
し
か
な
い
と
の
結
論

で
結
び
と
な
り
ま
し
た
。
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（5）

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
神
戸
大
会
で

三
宅
さ
ん
（
上
別
府
）
入
賞

先
月
の
1
5
日
か
ら
1
9
日
ま
で
の
5
日
間
に
わ
た
り
、

第
5
回
極
東
南
太
平
洋
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
）
が
神
戸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
に
三
宅
繁
菖
さ
ん
が
日
本
代
表
と
し
て
参
加
さ

れ
、
砲
丸
投
げ
と
円
盤
投
げ
に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果

は
、
各
国
の
強
豪
を
抑
え
て
見
事
に
両
種
目
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
。
「
4
年
後
の
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
で
は
金
メ
ダ
ル

を
狙
い
ま
す
よ
」
と
ハ
ン
デ
ィ
を
感
じ
さ
せ
な
い
頼
も

し
い
姿
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

バ
イ
ク
定
期
競
輪

の
受
付
け
開
始

町
営
二
階
建
て
駐
輪
場
に
バ
イ

ク
の
定
期
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
次
に
よ
り
受
付
け
ま
す
の
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
　
1
0
月
1
6
日
（
月
）

～
2
1
日
（
土
）

●
受
付
台
数
　
5
0
台
（
5
0
∝
以
下

を
原
則
）
た
だ
し
、
町
内
者
を

優
先
し
先
着
順
で
締
め
切
り
ま

す。
●
申
込
先
　
役
場
総
務
課
管
財
係

●
持
参
晶
　
印
鑑
・
整
理
料

※
電
話
で
の
受
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん

白
亜
牽
強
輸
場
の

受
付
け
に
つ
い
て

二
階
建
て
鞋
輪
揚
が
一
階
、
二
階
と

も
に
空
い
て
い
ま
す
の
で
、
定
期
利
用

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
申
し
込
み
く
だ

さい。整
理
料
金
は
9
月
然
日
号
を
参
照
く

だ
さ
い
。
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8月27日（日）、遠賀町民体育館と勤労者体育セン
ターの2会場て∴　少女バレーボール大会（13チー
ム参加）が行われ、松の本チームが2対0のスト
レートで鬼津チームを破り優勝しました。

♭優　勝　　松の本チーム
準優勝　　鬼　津チーム

（尾崎チーム）

8月27日（日）、遠賀総合運動公園グラウンドで少
年ソフトボール大会（19チーム参加）が行われ、
尾崎チームが、18対4で田園チームを破り見事に
優勝をしました。

♭優　勝　　尾　崎チーム
準優勝　　田　園チーム

（6）

○ 

i ∴箪：“∴∴ 

＝聾、豪驚　　．融貯託責遡噛i／。 
言 　、＿頭腰上 

▲　　　　　　　　　　　　　　（松の木チーム）

9月3日（日）、遠賀総合運動公園グラウンドで壮
年ソフトボール大会（21チーム参加）が行われ、
好ゲームの決勝戦の末、松の本チームが見事に栄
冠を勝ち取りました。

♭優　勝　　松の本チーム
準優勝　　別　府チーム

i �－ 

∴∴∴一∴ ∴　十∴　　　　　　∴ 

一　議闘宵闇 

＿　　　　　　　　　　　　　　（別府チーム）

9月3日（日）∴総合運動公園内ゲートボール場で
老人ゲートボール大会（28チーム参加）が行われ、
お歳を感じさせないハツラツとしたプレーで楽し
い1日を過ごしました。

＞優　勝　　別　府チーム
準優勝　　東　町チーム

哨
鵠
軌
乱
舞
畿
優
勝

8
月
2
7
日
、
2
8
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、

福
岡
県
大
牟
田
市
で
第
9
回
B
＆
G
族
争

奪
有
明
海
沿
岸
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
九
州
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡

県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
松
の
本
ブ
ル
ー

イ
ー
グ
ル
ス
は
、
他
の
高
学
年
主
体
の
チ

ー
ム
と
比
べ
て
低
学
年
が
主
体
と
い
う
ハ

ン
デ
ィ
を
克
服
し
て
の
優
勝
と
あ
っ
て
、

敗
戦
チ
ー
ム
や
地
元
の
人
た
ち
か
ら
の
応

援
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
の
試
合
を
通
じ
て
子
供
た
ち
は
努

力
す
れ
ば
、
そ
れ
が
必
ず
身
に
つ
く
こ
と

を
体
験
し
、
闇
単
に
手
に
入
れ
る
こ
と
の

出
来
る
楽
し
さ
よ
り
も
、
努
力
し
て
成
功

し
て
得
る
楽
し
さ
の
喜
び
を
覚
え
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。
」
と
代
表
者
の
大
山
孝

利氏。遠
賀
町
に
は
、
現
在
1
6
チ
ー
ム
の
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
）
で

れ
そ
れ
の
チ
ー
ム
の
子
供
た
ち
、
親
た
ち
、

指
導
者
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
合
い
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
子
と
も
た
ち
の
晴
れ
舞
台

を
観
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

第
7
回
講
話
貝
印
民
体
育
大
ム
零

お
ん
が
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が

〃
遠
賀
杯
〃
初
優
勝

9
月
鳩
目
働
、
総
合
運
動
公
園
内
の
緑

の
広
場
で
、
第
4
回
遠
賀
・
中
間
地
区
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
遠
賀
杯
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
残
暑
の
な
か
、
各
チ
ー
ム
熱
戦

の
末
、
本
町
の
お
ん
が
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
が
、
念
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
、
選

手
と
父
兄
た
ち
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し

た。
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インディアカ　e

インディアカは、lチーム4人制で、2チームにより

争われ、両チームはネットによって分けられたコートの
一半を占有し、インディアカをコート内の地表に触れさ

せないでお互いにネットを越えて打ち合うスポーツです。

●両チームの主将がジャンケンをし、コートかサービス

権を選ぶ。
●サービスは必ずアンダーハンドで行わなければなりま

せん。またサービスは1回とします。

●サービスされたインディアカは3回で返さなければな

りません。ただしネットにインディアカが触れた場合

はもう1回できます。
●プレイするにあたっ

ったり、持ち上げた

り、押しつけたりする行為はホールディングの反則と

なります。
●ローテーションは、

時計の針と同じ方向
へサービス権を得た

ときメンバーを移動

する。

●1セット15点先取と

し、2セット先取し

たチームを勝者とす

る。ただし、両チームが14点となった場合は、2点勝

ち越したチームを解毒とする。

詩誌㊧泰電船佐

竹

（7）

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

遠
賀
俳
友
句
会
抄

〝
た
ば
一
㌻
に
よ
る
火
災
続
発

河
中
　
萌
昌
運

闇
深
さ
南
国
の
洛
夜
も
十
が
ち

波
よ
す
ろ
音
ざ
わ
め
き
て
聞
こ
ゆ

三
浦
寿
美
子

退
院
せ
し
夫
の
眠
り
を
党
さ
じ
と

夜
半
の
咳
込
み
小
さ
く
あ
さ
う
ら

伊
蕊
ア
キ
コ

寝
苦
し
き
夜
を
油
蝉
夢
見
る
や
崎
に

奇
声
を
発
し
お
り
た
り

白

石

一

夫

台
風
の
近
づ
く
夜
の
物
音
に
心
騒
ぎ
て

い
ね
が
た
く
お
り

苦
闘
　
録
朝

川
の
面
に
映
る
ラ
イ
ト
を
眺
め
つ
つ

夜
風
涼
し
く
刻
の
更
け
ゆ
く

河
原
タ
ツ
ミ

池
田
　
幸
利
通

大
屋
根
の
上
に
開
き
し
花
火
か
な

小
野
多
恵
子

深
呼
吸
ひ
と
つ
晩
夏
の
潮
音
れ
る

徳
永
小
代
子

合
歓
の
花
軽
や
か
な
風
吹
き
ね
け
り

三
村
　
妙
手

娘
を
送
る
あ
し
た
は
る
か
に
う
ろ
こ

雲
　
　
　
　
　
　
　
　
中
馬
千
代
女

そ
う
め
ん
の
水
の
濁
り
や
秋
若
し

岩
萩
　
信
江

毎
年
、
た
ば
こ
は
出
火
原
因
の
上
位

を
占
め
て
い
ま
す
。

郡
内
で
も
喫
煙
者
の
不
注
意
に
よ
る

火
災
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
多
大
な
損

害
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
た
ば
こ
を
投
げ
捨
て
、
そ
れ

が
付
近
の
枯
草
や
山
林
に
然
え
移
っ
て

山
火
事
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

「
あ
ん
な
小
さ
な
火
が
…
…
」
と
バ

カ
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

火
災
は
そ
ん
な
あ
な
た
の
油
断
に
つ

け
こ
ん
で
き
ま
す
。

喫
煙
の
際
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
ト
ラ
〇

一
、
灰
皿
は
縁
の
幅
が
広
く
大
き
な
も

の
を
使
用
す
る
。

二
、
灰
皿
に
は
必
ず
水
を
入
れ
ろ
。

三
、
そ
の
場
を
離
れ
ろ
時
は
、
完
全
に

消
え
た
か
を
確
認
す
る
。

四
、
蔑
た
ば
こ
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

五
、
歩
行
中
の
喫
煙
は
し
な
い
。

六
、
た
ば
こ
、
マ
ッ
チ
を
く
ず
か
ご
に

捨
て
な
い
。

火
災
・
救
急
件
数
（
8
月
中
）

森

宣
　
く
ん

昭
和
6
3
年
日
月
1
日
生

（
醜
蕪
㌫
㌃
男
）

初
め
ま
し
て
、
ポ
ク
仁
宣
で

す
。
も
う
す
ぐ
一
歳
に
な
る
ん

だよ。そ
れ
に
し
て
は
、
ち
ょ
っ
と

大
き
い
で
し
ょ
う
？
だ
っ
て
ポ

ク
、
ご
ほ
ん
よ
り
、
お
か
し
の

方
が
好
き
な
ん
だ
も
ん
。

今
、
ま
だ
つ
た
い
歩
き
し
か

出
来
な
い
け
ど
、
一
歳
に
な
る

ま
で
に
歩
く
つ
も
り
な
ん
だ
。



読んで役に立つお知らせページ

平成2年度（二人掌予定の新入学児童の健康診断と簡単
な知能検査を行います。該当する人はもれなくお受けくだ

さい。

該当する人には前もってハガキであ知らせしていますが、

もしハガキが届いていない場合には、教育委員会までご

連絡ください。
●日　時・・10月19日休）・受付12時30分－13時

・検診13時～

●場　所…遠賀町中央公民館
●持参品…健康診断のハガキ

●問い合わせは…遠賀町教育委員会学校教育課

℡（293）1234

（8）

第14回　　　遠賀町 

蛙弛翻 
今年も秋のおとずれとともに文化祭の季節がや 

ってきました。 

みなさんの出品、参加をお待ちしています。 
●潮　田11月10日（金）～12日（日） 

●会　場　中央公民館、武道場 
●催　物 

く10日〉オータムコンサート（アンサンブル演奏 

など） 

〈11日〉こどものつどい 

〈12日〉芸能まつり 
●その他　具体的なプログラムは10月25日号の広 

報でお知らせします。 
●向い合わせ先　遠賀町中央公民館舘（293）1統5 

10月16日－31日です。お忘れなく

恩
給
欠
格
者
の

み
な
さ
ん
　
へ

あ
せ
先

東
京
都
文
京
区
大
塚
5
の
3
の
1
3

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
（
総
理
府

所
管
）
業
務
第
一
課

衝

0

3

（

9

4

5

）

4

7

0

7

こ
の
た
び
、
恩
給
欠
格
者
の
人
の
う

ち
、
外
地
な
ど
に
勤
務
し
た
経
験
を
有

し
、
加
算
年
を
含
め
た
在
職
年
が
3
年

以
上
で
、
請
求
時
に
お
い
て
日
本
国
籍

を
有
す
る
人
に
は
書
状
（
内
閣
総
理
大

臣
名
）
を
、
さ
ら
に
7
0
歳
以
上
の
人
に

は
高
齢
者
の
順
か
ら
銀
杯
を
贈
呈
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

書
状
と
銀
杯
の
贈
呈
は
、
講
求
に
基

づ
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
要
領
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
請
求
書
類
は
遠
賀
町
役
場
福

祉
課
福
祉
係
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

●
受
　
付
　
随
時

●
注
　
薫
　
次
の
人
は
、
こ
の
事
薬
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ィ
、
恩
給
法
で
い
う
旧
軍
人
軍
属
で

あ
っ
て
、
年
金
た
る
恩
給
ま
た
は

旧
軍
人
軍
属
と
し
て
の
在
職
に
関

連
す
る
年
金
た
る
給
付
を
受
け
る

権
利
を
有
す
る
人

口
、
恩
給
欠
格
者
の
御
遺
族
お
よ
び

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の

地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
日
本
に
帰

還
さ
れ
た
人

ハ
、
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
援
護

法
上
の
軍
属
「
雇
員
、
傭
人
、
工

員
な
ど
」
お
よ
び
準
軍
属
の
人

●
請
求
書
麺
の
送
付
先
お
よ
び
向
い
合

戦
没
者
慰
霊
祭

の
実
施
に
つ
い
て

町
の
遺
族
会
主
催
で
、
次
の
と
お
り

戦
没
者
慰
霊
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
に
転
入
さ
れ
、
遺
族
会
に
所

属
さ
れ
て
い
な
い
人
で
、
慰
霊
祭
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
準
備
の
都
合

が
あ
り
ま
す
の
で
1
0
月
1
6
日
ま
で
に
役

場
福
祉
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
目
　
時
　
1
0
月
1
9
日
（
木
）
1
0
時
～

1
2
時

●
場
　
所
　
慰
霊
塔
前
（
遠
賀
中
学
校

校庭）

な
や
み
や
要
望
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い

も
ち
ろ
ん
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
遠
賀
町
で
も
次
の

日
程
で
行
政
相
談
、
心
配
ご
と
相
談
を

合
同
で
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
こ
利

用
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
1
0
月
1
6
日
（
月
）
1
3
時
～

1
6
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

●
問
い
合
わ
せ
先

九
州
管
区
行
政
監
察
局
行
政
相
談
係

へ

衝

0

9

2

（

4

3

1

）

7

0

8

1

●
そ
の
他
　
本
町
の
行
政
相
談
員
は
木

守
の
木
村
栄
さ
ん
で
す
。

㊨

（

2

9

3

）

0

1

8

2

町
内
の
歴
史
散
歩

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

行
　
政
　
相
　
談

九
州
管
区
行
政
監
察
局

行
政
相
談
制
度
は
、
あ
な
た
の
た
め

に
国
が
設
け
た
制
度
で
す
．

役
場
な
ど
に
か
か
わ
る
仕
事
に
つ
い

て
、
「
わ
か
ら
な
い
」
　
「
こ
う
し
て
ほ

し
い
」
　
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
」

「
こ
れ
で
は
困
る
」
な
ど
の
と
き
に
は

行
政
相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

き
た
る
1
0
月
1
5
日
か
ら
2
1
日
ま
で
の

1
週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
日
ご
ろ
持
っ
て
い
る

●
日
　
時
　
m
月
2
5
日
（
水
）
遠
賀
川

駅
前
発
9
時
鮪
分
室
木
行

西
鉄
バ
ス
乗
車
、
虫
生
津

で
下
車
後
、
出
発

●
集
合
場
所
　
虫
生
津
バ
ス
停
前

●
行
　
程
　
虫
生
洋
三
郡
尾
－
景
福
寺

－
遠
賀
霊
園
－
塊
工
房
－

虫
生
津
バ
ス
停

●
距
　
膿
　
徒
歩
往
復
6
鳥

●
そ
の
他
　
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す

参
加
申
し
込
み
は
不
要
で

す。昼
食
の
準
備
は
各
自
で
お

願
い
し
ま
す
。

●
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

郷
土
文
化
研
究
会
　
水
口
ま
で

＄

（

2

9

3

）

1

5

3

9

新
入
学
児
童
の
健
康
診
断

ト
今
年
1
月
　
入
学
式
の
日
に
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図書館ニュース

中生加康夫著　風媒社
森　敦著　講談社

林真理子奪　講談社
吉永みち子看　朝日出版

上坂冬手書　文芸春秋

赤瀬Iii筆書　集英社

千刈あがた害　集英社

貴　史雑著　はまの出版

和泉雅子善

瀬戸内寂聴著　小学館

丸谷第一著　新潮社

加堂秀三着文芸春秋

日本推理作家協会

佐古純一郎書　朝支社

杉本苑子著　講談社

「過労死」と妻たち

浄土
幕はおりたの
気分はグリーングラス
生き残った人びと上　下

幻影の衡

十一歳の自転車

中国にもう花は咲かない

笑ってよ、北極点

女人源氏物語（五）
男ここう

烏辺山

紫陽花の殺意

パウロと親鷲

埠頭の風

ミセスのスタイルブック初秋　　　　文化出版局

無農薬でつくるおいしい野菜∴∴∴∴婦人之友社

橋田悪質子と素敵な24人

橋田真買手普　家の光協会
ひばり自伝　　　　　　　　美空ひばり書　草思社

そ‾の他多数

おやすみトブスぼくの恐竜

澤田徳子書

にんじんさんがあかいわけ

松谷みよ子著

おにいちゃんはうちゅうしん？

さとうまさこ書　金の星社

きみのとおんなじさ
エバ　エリクソン著　岩崎書店

にけだしたひげ　　ウェツタシンハ香　福武書店

中央公民館内図書室（℡293－1356）では、みな

さんのおこしをお待ちしています。

町県民税（3期）の納期は、（9）

縛
筒
鶴
屋
が

や
o
t
き
ま
す

勤
務
し
て
い
る
人
お
よ
び

遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
員

●
参
加
料
　
5
0
0
円
（
保
険
料
・
弁

当代）

●
申
込
締
切
　
1
0
月
針
目
（
土
）

●
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
体
育

振
興
係
　
範
（
2
9
3
）
6
5
2
5

青
少
年
の
主
張
大
会

発
表
者
を
募
集

寺
尾
・
逆
鉾

霧
島
・
陣
岳

貴
ノ
嶺
（
批
巷
帥
）

を
は
じ
め
テ
レ
ビ
で

お
な
じ
み
の
井
筒
部

屋
の
的
人
の
力
士
の

み
な
さ
ん
を
真
近
に

見
れ
ま
す
。

●
と
き
　
1
0
月
2
9
日
（
日
）

●
と
こ
ろ

総
合
運
動
公
園
相
撲
場

●
観
戦
料
　
無
料

●
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別

途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
振
興
係

℡
　
（
2
9
3
）
6
5
2
5

天
高
く
、
馬
肥
ゆ
る
秋
空
の
も
と
で

あ
な
た
も
日
ご
ろ
の
成
果
を
試
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
目
　
時
　
1
0
月
約
日
（
臼
）

開
会
式
9
時
0
0
分
、
引
き

続
き
競
技
開
始

雨
天
の
場
合
は
日
月
3
日

●
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
テ
一
一
ス
コ

●
種
　
目
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
2
回

J
R
九
州
大
運
動
会

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

混
合
ダ
ブ
ル
ス

遠
賀
町
に
在
住
ま
た
は

福
岡
、
大
分
、
佐
賀
3
県
よ
り
約
六

千
人
が
遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
一
堂
に
会
し
、
大
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

当
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
西
側
で
は
ミ

ニ
S
L
の
無
料
乗
車
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
観
覧
を
。

●
目
　
時
　
1
0
月
1
5
日
（
日
）
1
0
時
～

●
場
　
所
　
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

販
　
　
社

出
　
　
心

研
　
　
意

文

青
少
年
の
み
な
さ
ん
。

学
校
や
家
庭
・
社
会
お
よ
び
身
の
ま

わ
り
や
友
達
と
の
関
わ
り
の
中
で
考
え

て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
に
関

し
て
、
思
い
っ
き
り
あ
な
た
の
主
張
を

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時
　
的
月
館
日
（
土
）
1
3
時
～

●
会
　
場
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
対
象
者
　
町
内
に
在
住
す
る
小
・
申

・
高
校
生
・
青
年
（
た
だ

し
、
小
・
中
学
生
は
別
に

公
募
し
て
い
ま
す
。
）

●
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

電
話
で
受
付
し
て
い
ま
す

●
申
込
締
切
　
m
月
0
0
日
（
金
）

●
違
　
憲
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
6
～

7
枚
に
、
口
頭
発
表
1
分

以
内
で
発
表
で
き
る
よ
う

に
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い

●
主
　
催
　
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

お

詫

び

と

訂

正

9
月
鮪
日
号
の
2
ペ
ー
ジ
で
消

費
生
活
相
談
員
の
程
話
番
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
添
田
み
ち
子

（
2
9
3
）
2
7
3
2
、
工
藤
久

美
子
（
2
9
3
）
3
5
3
6
、
ま

た
表
紙
文
の
レ
イ
マ
ツ
は
ペ
イ
マ

ツ
の
誤
り
で
し
た
。
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妊
婦
相
談
が

1
0
月
2
3
日
に
あ
り
ま
す

草
刈
り
機
の
貸
し

出
し
を
は
じ
め
ま
す
。

環
境
衛
生
の
向
上
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
草
刈
り
機
の
貸
し
出
し

を
は
じ
め
ま
し
た
。

貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
印

鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、
保
健
衛
生
係
の

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

1
0
月
綴
目
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑

無
料

●
対
象
者
　
7
月
1
7
日
～
9
月
勝
目
ま

で
の
地
区
巡
回
で
受
け
て

い
な
い
人

●
日
　
時
　
1
0
月
2
1
日
（
土
）
9
時
～

n
時
・
1
3
時
～
1
5
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

●
持
参
晶
　
総
合
検
診
受
診
票

検
診
の
結
果
通
知
は
、
受
診
さ
れ
て

か
ら
1
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
が
、
2

カ
月
過
ぎ
て
も
通
知
が
な
い
時
は
、
役

場
保
健
衛
生
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
約
歳
未

満
）
の
み
受
診
さ
れ
た
人
の
結
果
は
、

直
接
撮
影
の
必
要
の
あ
る
人
の
み
通
知

し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
人
は
肉
ば
か
り
食
べ
て
い

る
の
で
腸
が
短
く
、
便
は
兎
の
ふ
ん
に

似
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
日
本
人
は
植

物
性
の
も
の
を
主
体
と
し
た
食
事
な
の

で
、
腸
は
長
く
便
量
も
多
い
と
、
か
つ

て
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
実

際
に
は
、
人
種
の
差
よ
り
個
人
差
の
ほ

う
が
大
き
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
話
は
、
実
は
苦
の
日

本
人
が
食
物
繊
維
の
多
い
も
の
を
た
く

さ
ん
と
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
す
。

三
十
年
間
に

二
割
減
っ
た
摂
取
量

あ
る
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
昭
和
三

十
年
代
の
食
物
繊
維
の
摂
取
量
は
、
一

人
一
日
二
十
五
グ
ラ
ム
だ
っ
た
の
が
、

昭
和
六
十
年
代
に
は
二
十
グ
ラ
ム
、
つ

ま
り
三
十
年
間
に
約
二
〇
％
も
食
物
繊

維
の
と
り
方
が
減
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

食
物
繊
維
そ
の
も
の
は
、
消
化
管
の

中
で
消
化
吸
収
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
栄

養
学
的
に
は
全
く
役
立
た
ず
の
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
近
年
、

大
腸
が
ん
と
の
関
係
で
急
に
見
直
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
大
腸
が
ん
の

発
生
が
非
常
に
少
な
い
ア
フ
リ
カ
の
原

飽
食
時
代
の

栄
養
不
足

住
民
と
、
逆
に
大
腸
が
ん
の
多
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
食
事

を
比
べ
る
と
、
原
住
民
の
ほ
う
が
断
然
食
物
繊
維
の
と
り

方
が
多
い
と
い
う
の
で
す
。
食
物
繊
維
が
少
な
い
と
食
物

の
大
腸
内
で
の
滞
留
時
間
が
長
く
な
り
、
食
物
中
に
発
が

ん
物
質
が
あ
る
と
腸
壁
に
長
く
接
触
し
、
粘
膜
を
傷
つ
け

て
が
ん
が
発
生
し
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

糖
調
国
体
病
な
ど
の

予
防
効
果
・
も

食
物
繊
維
に
は
、
セ
ル
ロ
ー
ズ
な
ど
の
水
に
溶
け
な
い

も
の
と
、
マ
ン
ナ
ン
な
ど
の
水
に
溶
け
る
も
の
と
が
あ
り

ま
す
。
便
量
を
増
や
す
に
は
水
に
溶
け
な
い
繊
維
の
は
う

腸
を
刺
激
し

便
通
を
促
進

が
有
効
で
す
が
、
水
に
溶
け
る
繊
維
も
腸
内
の
細
菌
に
よ

っ
て
分
解
さ
れ
、
ガ
ス
を
発
生
し
、
腸
を
刺
激
し
て
そ
の

運
動
を
活
発
に
さ
せ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
両
者
と
も
便
通

を
促
進
す
る
作
用
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
物
繊
維
に
は
栄
養
素
な
ど
を
吸
着
し
て
、
そ

の
吸
収
を
妨
げ
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
作
用
は
、
血

糖
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
抑
え
ろ
た
め
、
糖
尿
病
や
動
脈

硬
化
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
逆
に
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
な
ど
大
切
な
ミ
ネ
ラ

ル
の
吸
収
が
不
十
分
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
と
り
過

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。


